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人口と 面積( 63. 6. 1)
世 帯　235, 222
人 口　639, 647 人
男　324, 528 人
女　315, 119 人

面 積　53. 25k ㎡
人囗密度　12, 012 人/ k ㎡
<月2回( 5日、20日) 発行>

明日の都市を創造する
産業への挑戦
21世紀をめざし、足立区の産業のあるぺき

姿とその攤臠簾を探るため。昨年7 月 「足き
区盍ミ 貝艱談会( 小鳥重汝会旻) 」を設儷し、
掵討をお願いしてきました。祠撒談会は今月1
日、「足立区産4 蔓貝ビジ ョン」として報告

書をまとめ、区長に翕申しました。その概麥
をお知らせします。

な
ぜ
今産

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
か

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役

創
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
、
柬
亰

の
産
業
構
造
も
現
在
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

足
立
区
の
産
業
も
国
際
化
、
高

齡
化
、
サ
ー
ビ
ス
化
等
の
流
れ
の

中
に
あ
り
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
、
産
業
の
(
イ
テ
ク
化
・
フ

ア
ッ
シ
ョ
ン
化
等
の
対
応
も
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。産
業
の
活
性
化
は
、

就
巣
機
会
を
増
や
し
、
地
域
活
力

や
地
域
経
済
を
活
発
に
す
る
な

ど
、
足
立
区
の
社
会
お
よ
ぴ
経
済

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
と

し

、
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
必
要

性
を
説
い
て
い
ま
す
。

企
業
の
自
主
性
と

公
的
支
援
が
基
本

産
業
活
勳
の
基
本
は
本
來
民
閧

企
業
の
活
勵
で
す
が
、
足
立
区
で

は
、
業
種
が
多
岐
に
わ
た
り
、
中

小
零
細
企
某
が
多
い
た
め
、企
業
、

産
業
人
の
自
主
努
力
に
も
限
界
か

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
必
要
と
さ
れ
る
の
が
、

各
種
融
資
制
度
の
拡
大
と
利
用
促

進
や
、
産
業
振
興
に
欠
か
せ
な
い

各
種
脾
報
の
収
集
、
昊
供
な
ど
の

公
的
な
支
援
で
す
。
積
極
的
な
公

的
支
援
と
企
業
の
奮
起
や
主
体
性

が
と
も
に
発
褌
さ
れ
る
こ
と
が
産

業
振
興
の
基
本
で
あ
り
、
区
が
推

進
し
て
い
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
連
が
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

主
な
提
案
事
業

答
申
で
は
、
産
業
振
興
の
た
め

各
種
の
事
業
が
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
(
左
下
表
参
照
)
。

□
商
工
振
興
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
　

の
早
期
実
現

商
工
業
振
眞
の
た
め
、
商
工
振

興
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
次
の
よ

う
な
機
能
を
も
た
せ
る
と
し
て
い

ま
す
。

▽
嘴
報
、
資
料
等
の
収
集
・
提

供

▽
経
営
・
技
術
・
後
継
者
育

成
の
た
め
の
研
修
・
相
談

▽
企

業
の
研
修
・
交
流
の
促
進
と
場
の

提
供ま

た
、
晨
業
つ
い
て
は
現
存
の

都
市
農
業
公
園
の
活
用
を
図
る
と

し
て
い
ま
す
。

□
工
場
ア
パ
ー
ト
、
工
業
ビ
ル
の

設
置

庄
工
混
在
等
の
操
巣
環
境
問
麺

解
決
の
一
手
段
、
安
定
操
業
支
援

の
施
策
と
し
て
、ま
た
、(
イ
テ

ク
企
業
な
ど
将
来
足
立
区
に
新
規

参
入
・
誘
致
さ
れ
る
企
業
の
受
け

皿
と
し
て
、エ
場
ア
パ
ー
ト
、エ

業
ビ
ル
等
の
設
置
を
答
申
で
は
提

案
し
て
い
ま
す
。

□
商
店
街
活
性
化
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
策
定

商
店
街
を
「
く
ら
し
の
広
場
、

語
ら
い
の
広
場
」
と
し
て
と
ら
え

て
、
再
整
偉
す
る
。

個
々
の
商
店
街
が
目
慄
、テ
ー

マ
を
明
確
に
し
、
個
性
と
魅
力
あ

る
商
店
街
と
な
る
た
め
の
計
圃
で

す
。

□
中
核
的
農
家
の
育
成

足
立
区
の
農
業
振
興
を
担
う
中

核
的
晨
家
育
成
の
た
め
、
晨
業
関

連
機
関
と
連
携
し
、
研
修
お
よ
び

相
談
・
指
導
体
制
を
確
立
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

推

進
の
た
め

に

産
業
の
各
分
野
、
各
方
面
に
わ

た
る
施
策
の
展
閧
に
は
総
合
調
整

機
能
と
し
て
産
業
推
進
機
構
の
設

置
と
、
産
業
振
興
条
例
の
制
定
を

答
申
で
は
提
案
し
て
い
ま
す
。

◇

区
で
は
、
こ
の
笞
申
を
十
分
尊

重
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
伺
い
。
参
考
と
し
な
が
ら
「
産

業
振
興
計
圃
」
立
案
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

A
経
済
課
V

足立の既存の工業を再活性化する

個
性
あ
る
商
店
街
を
形
成
す
る

産業 振 興 懇 談 会 答 申
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答
申
で
提
案
さ
れ

て
い
る
主
な
事
業

▽
商
工
振
輿
セ
ン
タ
ー
の
早

期
実
現

▽
経
営
・
技
術
・
後

継
者
育
成
等
の
研
修
・
相
談
体

制
の
充
実

▽
嘴
報
の
収
集
、

提
供

▽
異
業
種
交
流
の
促
進

▽
企
業
・
膸
店
街
デ
ー
タ
ペ

ー
ス
化

▽
商
業
活
性
化
サ
ミ

ツ
ト
の
開
催

▽
商
店
街
活
性

化
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定

▽
商
店
街
C
I
の
実
施

▽
(

イ
テ
ク
系
企
業
導
入
の
受
皿
と

し
て
の
工
業
ビ
ル
設
置

▽
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
ブ
の
般
置

▽

デ
ザ
イ
ン
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
創

般

▽
工
場
制
限
三
法
の
規
制

緩
和
の
要
請

▽
無
認
可
工
場

へ
の
対
応
策
の
検
討

▽
、共
同

店
舗
化
の
促
進

▽
大
型
店
と

の
共
存
策
の
検
討

▽
卸
売
り

業
、
邏
輸
業
等
の
環
塊
整
備

▽
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
構
想
の

検
討

▽
情
報
・
ホ
テ
ル
等
サ

ー
ビ
ス
産
業
の
誘
致

▽
各
種

学
校
・
専
門
学
校
の
誘
致

▽

地
場
産
業
の
指
定
と
助
成
制
度

の
検
討

▽
各
種
融
資
制
度
の

拡
大
と
利
用
促
進

▽
事
業
転

換
ア
ド
バ
イ
ス
体
制
の
確
立

▽
農
業
振
興
を
担
う
中
核
的
農

家
の
育
成

▽
契
約
栽
培
等
他

産
業
と
の
運
携

▽
地
域
の
特

性
に
あ
っ
た
土
地
利
用
の
調
和

▽
都
市
農
業
公
圜
の
有
効
利
用

▽
都
市
計
画
事
業
の
積
極
的
推

進
―

な
ど

足
立
に
ふ
さ
わ
し
い

産
業
を
育
成
す
る

産
業
振
興
懇
談
会
会
長

工
学
博
士
(
元
筑
波
大
学
教
授
)

小

島

重

次
さ
ん

今
回
の
答
申
は
、
部
会
相
互
の

連
携
も
良
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
と
り
入
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
特
定
地
域
、業
種

に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
、現
地
謌

査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

産
業
振
興
の
条
例
、
組
繖
を
作

り
、
各
地
域
・
業
種
・
業
態
か
ら

意
見
を
求
め
、
答
申
内
容
の
実
施

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

足
立
は
、
関
東
北
部
地
域
-
埼

玉
、
筑
肢
、
宇
都
宮
な
ど
と
都
心

の
中
間
に
あ
り
、
そ
の
地
域
特
性

を
生
か
す
産
業
を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
異
業
種
閧

の
交
流
を
促
進
し
、
地
域
に
あ
っ

た
新
し
い
産
業
を
作
り
だ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
点
、商
工

振
輿
セ
ン
タ
ー
で
の
人
材
育
成
・

交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

世論調査に
ご協力ください
調査員が伺います

7月8日～18日

区
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
区
政

に
生
か
す
基
礎
資
料
と
す
る
た

め
、
区
で
は
『
足
立
区
政
に
関

す
る
世
論
調
査
』
を
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

調
査
会
社
の
調
査
員
が
お
宅

を
訪
問
し
、
闃
き
取
り
調
査
を

し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

調
査
対
象

区
内
在
住
の
満
2
0
　

歳
以
上
8
0歳
未
膺
の
方
か
ら

無
作
為
に
選
ん
だ
2
千
人

調
査
方
法

調
査
與
が
調
査
対

象
宅
を
訪
問
し
、
聞
き
取
り

調
査

調
査
期
間
7

月
8
日
1
1
8日

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
広
聰
係

8
8
2
1
1
1
1㈹

第10回記念足立の花火大会
日時 7月28日( 木)

午後7時15分～8時45分
( 雨天・荒天の場合は29日に順延)

場所 荒川河川敷
( 千住新橋～西新井橋間)

6000
発の

花火
が

夜空
に 咲く

※
く
わ
し
く
は
、
広
報
紙
(
7

月
2
0日
号
)
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
合
せ
先

観
光
協
会
事
務
局

(
中
央
本
町
庁
舎
・
経
済
課

内
　

驥
5
1
9
1
)

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

発
売
し
ま
す

足
立
の
花
火
大
会
の
第
1
0回

記
念
と
し
て
、
観
光
協
会
で
は

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
発
売
し
ま

す
。絵

柄
は
、
弥
生
染
め
で
足
立

の
花
火
大
会
を
描
い
た
も
の

(区
立
弥
生
小
学
校
児
童
作

品
)
。

花
火
大
会
の
記
念
に

、1
枚

い
か
が
で
す
か

。

販
売
開
始
7

月
7
日

発
売
価
格

屆
円
(
5
0
度
数
)

発
充
塲
所

観
光
協
会
亊
務

局
、
嘴
報
公
閲
課
(
本
庁
舎

・
中
央
本
町
庁
舎
)

問
合
せ
先

観
光
協
会
事
筋
昜

(
中
央
本
町
庁
舎
・
経
済
課

内
　

曜
5
1
9
1
)

足立区長選挙は

9 月11 日です

選
挙
一
ロ
メ
モ

投

票

日

は

こ
う
し
て
決
ま
る

5
月
2
5日
の
選
挙
管
理
委
貝

会
定
例
会
で

、
足
立
区
長
選
挙

が
9
月
1
1日
に
行
わ
れ
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

選
挙
の
期
日
(

投
票
日
)
は

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
て
決

ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。

公
職
選
挙
法
3
3条
で
は
「
地

方
公
共
団
体
の
長
の
任
期
満
了

に
よ
る
選
挙
は
、
そ
の
任
期
が

終
る
日
の
前
3
0日
以
内
に
行

う
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
長
の
任
期
は
9
月
2
0日
で

す
の
で
、8
月
2
1日
か
ら
9
月
1
9

日
の
間
が
前
述
の
期
関
に
相

当
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
期

間
内
で
あ
れ
ば
選
挙
管
理
委
員

会
は
自
由
裁
量
で
決
め
る
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
す
。

A
週
挙
管
理
委
輿
会
V
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ご
注
意
く
だ
さ
い

光
化
学
ス
モ
ッ
グ

富士山が
はっきり と見えたのは
たったの1日
区・でぼi 昨年? 年闢i 空気功汚れi

ぐあいを調べる ため『目でみる空
気のよごれ』の謁査を行いました。
区役所の屋上から、富士山かはつ
きり 見えたのは1 日 だけ、かすん
で見えた日をき めても18日しかあ

り ませんでしたi 数年前に比ぺる
と空気の汚れも改善さ れていると
はい え、まだまだ汚れています。
観測条件: 昭和62年1月～12月
土・日・祭日・年末年始を除 く

光

化

学
ス
モ
ッ
グ
と
は

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
自
勳
車

や
工
場
・
ビ
ル
な
ど
か
ら
排
出
さ

れ
る
窒
素
酸
化
物
、
炭
化
水
素
な

ど
の
大
気
中
の
汚
染
初
質
が
、
太

暘
の
紫
外
線
を
受
け
、
化
学
反
応

を
起
こ
し
て
発
生
し
ま
す
。

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の
ど

が
篇
く
な
る
な
ど
の
被
害
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の

発
生
し
や
す
い
日

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
な
ど

の
年
関
の
発
令
日
数
は
、気
象
条

件
に
よ
り
大
粤
く
変
勳
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、暑
い
夏
だ
っ
た
た

め

、
足
立
区
を
含
む
東
郎
地
域
で

は
、
庄
憲
報
が
1
0日
も
発
令
さ
れ

ま
し
た

。

次
の
よ
う
な
気
象
条
件
で
は
、

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い

。

▽
薄
S
り
か
ら
肝
れ
の
日
で

、

気
温
が
2
0℃
以
上
あ
り
▽
風
が

弱
く
(
風
速
4
む
以
下
)
▽
も
や

が
か
か
っ
た
よ
う
に
視
界
か
か

す
む
状
態

大
気
汚
染
の
見
は
り

郡
と
区
で
は
、
常
に
大
気
汚
染

の
見
は
り
を
行
つ
て
い
ま
す
。
高

渙
度
の
汚
染
(
注
意
報
・
警
報
)

と
な
っ
た
と
き
に
は
、
ラ
ジ
オ
や

テ
レ
ビ
な
ど
を
通
し
て
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

注
意
報
・
警
報

な
ど
が
出
た
ら

注
意
報
、
警
報
が
発
令
さ
れ
た

と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
す
る

と
と
も
に
、
自
勳
車
の
邏
転
を
控

え
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
な
る
べ
く
外
に
出
な
い
こ
と
。

屋
外
運
勳
は
で
き
る
だ
け
行
わ

な
い

▽
目
や
ノ
ド
に
刺
檄
を
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
に
洗
眼
や
う
か
い
を

し
ま
し
ょ
う

▽
被
害
を
受
け
た
と
き
は
、
も
よ

り
の
保
健
所
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い

Λ
本
庁
會
・
瘴
境
課
V

わ
た
し
た
ち
の
先
生
は

青
い
目
の
や
さ
し
い
お
姉
さ
ん

『
ペ
リ
ン
ダ
先
生

、
は
や
く
あ

そ
ぼ
う
よ
』
取
材
中
に
も
園
児
か

ら
か
わ
い
い
声
が
か
か
る

。「
も
う

少
し
待
つ
て
て
ね
」
斉
い
目
の
や

さ
し
い
先
生
は
、
子
ど
も
た
ち
の

人
気
者
。

ペ
リ
ン
ダ

ー
ペ
ル
ト
ン
さ
ん

、
2
1

斌
。
足
立
区
と
姉
妹
都
市
を
結

ん
で
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ペ

ル
モ
ン
ト
市
か
ら
、今
年
の
5
月
、

日
本
語
を
勉
強
す
る
た
め
来
日

。

梅
田
七
丁
目
の
都
市
提
携
交
流
協

会
会
員
大
熊
靖
弥
さ
ん
宅
に
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
を
し
な
が
ら
、
こ
こ
花

畑
四
丁
目
「
杉
の
子
幼
稚
菌
」
に

勤
務
し
て
い
る

。
仕
事
は
、
先
生

の
助
手
と
い
う
立
場
だ
が
、
子
ど

も
た
ち
の
相
手
か
ら
菌
の
掃
除
ま

で
と
か
な
り
ハ
ー
ド
。

「
子
ど
も
た
ち
は
、
ほ
ん
と
に

元
気
で
す
。
覃
族
の
こ
と
を
思
う

と
ち
ょ
つ
と
さ
み
し
く
慝
じ
る
こ

と
も
あ
る
け
れ
ど
、
子
ど
も
た
ち

と
い
る
と
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
」

「
今
、
や
る
こ
と
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
す
ね

。
早
く
ピ
ア
ノ
を
覚
え

て
、
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

歇
を
う
た
い
た
い
。
来
年
ま
で
濳

在
し
て
、
帰
国
後
は
、
通
訳
か
翻

訳
の
仕
亊
に
つ
き
た
い
で
す
ね
」

夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
さ
わ
や

か
な
笑
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

●
6
3年
度
予
算
か
ら

□
ベ
ル
モ
ン
ト
市
親
善
訪
問

足
立
区
都
市
旻
携
交
流
協
会
で

は
、
8
月
1
8日
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
建
国
2
0
0年
祭
参
加
観
魯
訪
問

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す

。
7
0人
程

度
の
区
民
が
参
加
し
、
ペ
ル
モ
ン

ト
市
民
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め

親
善
パ
ー
テ
ィ
な
ど
に
参
加
し
ま

す
。
区
で
は

、
こ
の
ツ
ア
ー
に
側

面
か
ら
援
助
し
ま
す

。
ま
た
、
同

時
期
、
区
議
会

、
交
流
協
僉
、
区

の
代
表
が

、
第
2
回
日
豪
姉
妹
都

市
会
議
(
ブ
リ
ス
ペ
ー
ン
市
)
に

参
加
し
ま
す
。

募
集
し
ま
す

特別区

制
度
改

革
推
進

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

2
3区
の
制
厦
改
革
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
改
革
連

勳
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願

い
す
る
た
め
、

改
革
推
進
に
関

す
る
憚
語
を
募

集
し
ま
す
。

責
格
2
3
区
内

在
住
・
在
勸

・
在
学
者

申
込
力
法

▽
(
ガ
キ
ー
枚
に
1
点
を
記

入
T

人
向
点
で
も
可
)
▽
住

所
、氏
名

、年
齡
、電
話
番
号

を
記
入
(
区
内
在
勤
・
在
学

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
区

も
記
入
)
▽
作
品
は
自
作
で

禾
発
表
の
も
の
▽
入
選
作
品

の

著

作

権
は

主

催

者

に
帰

矚

入

賞

者

▽
最

優

秀

賞

…
―

点

(
賞

金
1
0
万

円
)

▽

優

秀

賞

・
:
歓

点
(

貫

金
5

万

円
)

▽

佳

作
・
・
・
数

点
(
賞

金
2

万

円
)

※
応
募
者
全
貝
に
記
念
品
贈

呈
。

入
遇
作
の
発
表
8

月
下
旬
入

選
者
あ
て
に
通
知

申
込
期
限
8
月
　

1
0
日
消
印
有
効

申
込
先
特
別
区
　
協

議
会
制
度
改

革
推
進
室
(

〒

1
0
2
千
代
田
区
九

段
北
1
-
1
-
4
)

閥
合
せ
先

特
別
区
協
鵬
会

(
　
S
0
6
7
1
)

ま
た
は

本
庁
舎
・
企
圓
課
(
　
8
8
2
-
　
1
1
1

代
)

申請をおわすれなく

私 立 幼 稚 園 児 の 保 護 者 の 方 に

補助金を支給します

区
で
は
、
私
立
幼
稚
園
や
幼
碓

菌
類
似
施
設
に
幼
児
を
ゑ
菌
さ
せ

て
い
る
保
護
者
の
方
に
、
禰
助
金

を
年
2
回
に
分
け
て
支
紿
し
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
4
月
～
9
月
の
6
ヵ

月
分
(
前
期
分
)
で
す
。
支
紿
要

件
に
骸
当
す
る
保
霞
者
の
方
は
、

申
誚
を
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

区
内
の
幼
稚
園
類
似
箋
般
は
、
花

畑
団
地
幼
児
教
窒
の
1
園
で
す
。

裨
助
金
を
受
け
ら
れ
る
保
謾
者

▽
昭
和
6
3年
4
月
1
日
以
降
足
立

区
に
庄
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

▽
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
圜
頬

似
施
般
に
在
籍
し
、
次
の
生
年

月
日
の
幼
児
を
も
つ
保
護
者

◎
5
歳
児
(
昭
和
5
7年
4
月
2
　

日
～
5
8年
4
月
1
日
生
)

◎
4
歳
児
(
昭
和
5
8年
4
月
2
　

日
1
5
9年
4
月
1
日
生
)

◎
3
歳
児
(
昭
和
5
9年
4
月
2
　

日
1
6
0年
4
月
1
日
生
)

▽
保
膏
料
を
、
9
月
分
ま
で
完
納

し
て
い
る
こ
と

補
助
金
の
額

い
ず
れ
も
、一月
額

1
万
円

支
給
時
期
1
0
月
下
旬
予
定

受
付
期
眼
9

月
5
日

申
請
方
法

▽
足
立
区
内
の
私
立
幼
碓
菌
ま
た

は
幼
碓
園
類
以
施
設
に
在
籍
す

る
園
児
の
保
霞
者
に
つ
い
て
は

園
か
ら
の
指
示
に
し
た
が
っ
て

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
足
立
区
外
の
区
市
町
村
に
あ
る

私
立
幼
稚
菌
ま
た
は
幼
帷
園
頬

似
施
設
に
在
矚
す
る
園
児
の
保

霞
者
は

、
本
人
が
匱
接
、
教
膏

委
員
会
事
務
局
学
事
第
二
係
へ

申
讀
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
申
讀
は
、
受
付
け

て
い
ま
せ
ん

個
人
申
請
に
必
萋
な
も
の

▽
印
か
ん
(
朱
肉
便
用
の
も
の
)

▽
圜
児
在
籍
証
明
s
(

区
所
定

様
式
の
も
の
)
▽
支
払
い
は
口

座
振
込
の
た
め
、
保
寢
奢
名
義

の
預
金
通
帳
(
郵
便
昜
を
除
く
)

そ
の
他

▽
私
立
幼
稚
圜
入
菌
料
お
よ
び
保

膏
料
に
よ
っ
て
楠
助
金
が
謁
塵

(
貳
額
)
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

▽
住
所
を
移
転
し
た
場
合
は
、
足

立
区
に
在
住
し
た
月
分
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い

▽
申
請
s
類
は
、
幼
稚
園
ま
た
は

学
事
第
二
佩
に
あ
り
ま
す

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
事
第
二

佩
　
8
8
2
-
1
1
1

㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権
の
尊
重

平
和
と
棊
本
的
人
権
を
保
陣

す
る
「
世
界
人
権
宣
言

」
は
、
1
9
4
8

年
(
昭
和
2
3年
)

第
3

回
国
瞭
連
合
総
会
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

宜
言
に
昧

人
類
社
会
の
す
ぺ

て
の
構
成
員
の
固
有
の
尊
厳
と

平
等
で
譲
る
こ
と
の
で
き
な
い

権
利
と
を
承
腮
す
る
こ
と
は

。

世
界
に
お
け
る
自
由

、
正
義
及

び
平
和
の
基
礎
で

あ
る
」
(
前

文
)
。

「
す
ぺ
て
の
人
は

、
人
種

、

皮
膚
の
色
、
性
、
言
晒
、
宗
教
、

政
治
上
そ
の
6
の
意
見

、
国
民

的
若
し
く
は
社
会
的
出
身
、
財

産
、
門
地
そ
の
他
の
地
位
ま
た

は
こ
れ
に
類
す
る
い
か
な
る
亊

由
に
よ
る
差
別
を
も
受
け
る
こ

と
な
く
、
こ
の
宣
言
に
掲
げ
る

す
ぺ
て
の
権
利
と
自
由
と
を
享

有
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
(第
2

条
)
。

こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人

々
が
基
本
的
人
権
に
つ
い
て

、

お
互
い
に
認
め
合
い
、
尊
重
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
、

国
連
の
場
で
あ
ら
た
め
て
認
掀

し
合
つ
た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
人
権
宣
言
を
よ
り

効
果
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
1
9
6
6

年
に
国
瞭
連
合
で

「
国
際
人
権
規
約
」
を
採
択
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
経
済
的
、

社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関

す
る
国
際
規
約
」
と
「
市
民
的

及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国

際
規
約
」
と
の
二
つ
の
文
S
か

ら
成
り
立
つ
規
約
で
す

。

こ
れ
は
、
い
か
な
る
事
由
に

よ
る
差
別
を
も
受
け
る
こ
と
な

く
、
す
ぺ
て
の
人
関
を
人
関
と

し
て
尊
重
す
る
こ
と
を
、
規
約

を
批
准
し
た
国
に
鵬
務
づ
け
る

こ
と
に
よ
り
、
〝人
権
〟
を
国
際

的
に
保
陣
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

日
本
も
「
国
際
人
権
規
約

」

を
批
准
し
、
国
瞭
的
な
人
檜
尊
S

国
覃
の
一
員
と
し
て
仲
間
入

り
し
て
い
ま
す

。

◎
同
和
問
黽
に
閲
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和

対
策
担
当
へ

。

く

ら

し

の

情
報

福

祉

届
き
ま
し
た
か

(
福
)
医
療
証

(
福
)
老
人
医
療
費
助
成
制
度

は
、
保
険
診
療
の
自
己
負
担
額
　

(
本
人
一
部
負
柤
金
を
除
く
)

を
助
成
す
る
東
亰
都
の
制
度
で

す
。
区
で
は
こ
の
制
度
に
該
当

す
る
方
に
、
7
月
1
日
か
ら
便

用
す
る
(
福
)
医
療
証
を
お
送
0
し

ま
し
た
。

受
給
資
格
が
あ
る
の
に
ま
だ

(
福
)
医
療
証
が
届
か
な
い
方
、
最

近
転
入
さ
れ
て
ま
だ
(
福
)
医
療
証

の
申
躋
を
し
て
い
な
い
方
、
そ

の
他
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

該
当
す
る
方

▽
足
立
区
に
住
所
が
あ
り
、
大

正
7
年
7
月
2
日
か
ら
大
正

1
2年
7
月
3
1日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

▽
国
民
健
康
保
険
加
入
者
お
よ

ぴ
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養

者
▽
所
辱
制
限
額
(
左
責
)
以
下

の
所
得
の
方

※
た
だ
し
、
老
人
保
健
法
の
医

療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

や
、
生
活
保
霞
(
医
療
扶
助
)

受
給
者
、
杠
会
保
険
な
ど
の
被

保
険
者
の
方
は
該
当
し
ま
せ

ん
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人
医

療
係
　
8
8
2
1
1
1
1㈹

昭和63年度所得制限基準額表
( 62年中の所得額)

( 6人以上… 1人につき33万円を加算)

ご
存
じ
で

す
か

一
部
負
担
金
の
特
例

7
0歳
以
上
(
一
定
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
方
は
6
5鎭
以
上
)

で
老
人
保
健
法
医
療
証
を
お
持

ち
の
方
は
、
入
院
時
の
一
部
負

担
金
は
1
日
嶄
円
と
な
っ
て
い

ま
す
が
'
&

の
2
つ
の
特
例
が

あ
り
ま
す
。

▽
低
所
辱
の
方
(
特
別
区
民
税

非
課
税
世
帯
の
老
齡
福
祉
年

金
受
紿
者
)
は
、
1
日
刈
円

で
2
ヵ
月
を
限
度
と
し
ま
す

▽
特
定
昃
病
の
方
(
人
工
腎
臓

を
使
用
し
て
い
る
慢
性
腎
不

全
・
血
友
病
)
は
、
月
ご
と

に
1
万
円
を
限
度
と
し
ま
す

該
当
す
る
方
(
認
定
証
等
が

必
娶
で
す
)
は
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

老
人
医
療
佩

8
8
2
-―
―
―
㈹

ひ
と
り
親
家
族
で

困
っ
た
と
き

家
政
婦
さ
ん
を
派
遣

ひ
と
り
観
家
庭
の
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
ま
た
は
お
子

さ
ん
が
、病
気
や
ヶ
ガ
な
ど
で

。

一
時
的
に
家
事
や
膏
児
が
で
き

な
く
な
っ
た
時
、
家
事
そ
の
他

日
常
生
活
の
手
伝
い
を
す
る
家

政
婦
さ
ん
を
派

遣
し
ま
す
。

対
象

児
童
育

成
手
当
の
受

給
資
格
が
あ

り
、
中
学
生

以
下
の
児
重

を
養
青
し
て

い
る
家
庭

派
還
回
数
1

回
の
申
誚
に
つ
き
5
回
以
内

(
年
2
0回
ま
で
)

派
遭
時
間

午
前
7
時
か
ら
午

後
7
時
ま
で
の
間
(
8
時
間

ま
た
は
4
睥
関
を
1
回
と
す

る
)

申
込
方
法

疾
婀
を
証
明
で
き

る
も
の
(
診
察
劵
等
)
と
印

か
ん
を
持
参

※
緊
愚
の
場
合
は
、
代
理
人
ま

た
は
電
話
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

申
込
・
周
合
せ
先

本
庁
舎
・

児
童
助
成
佩

8
8
2
1
1
1
1㈹

年

金

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

国
民
年
金
の
手
続
き

は
お
す
み
で
す
か

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

で
。
専
業
主
婦
(
ご
主
人
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
)
の
方
は
、
国

民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
の
届

け
出
が
必
萋
で
す
。

あ
な
た
は
も
う
お
す
み
で
す

か
。こ

の
届
け
出
を
7
月
3
1日
ま

で
に
し
な
い
と
、
将
采
、
年
金

額
が
甄
ら
さ
れ
た
り
、
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

届
出
用
紙
は
i

民
年
金
課
、

各
区
民
事
筋
所
に
あ
り
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
と

思
わ
れ
る
方
に
。
7
月
朷
め
、

ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

該
当
す
る
方
は
す
ぐ
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は

中
央
本
町
庁

舎
・
適
用
佩
(
　
8
8
0
5
1
5
1
)

へ
。障

害
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
方

「
定
時
届
」の
提
出
を

2
0鐡
前
の
婀
気
な
ど
に
よ
る

障
害
基
礎
年
金
お
よ
び
、
陣
害

福
祉
年
金
か
ら
切
り
皙
え
ら
れ

た
陣
害
基
礎
年
金
、
遣
族
基
礎

年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎

年
「
定
時
届
」
を
疑
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
届
は
、
今
年
の
8

月
か

ら
来
年
の
7

月
ま
で
の
1

年

間
'
M
l

が
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
決
め
る
た
め
の
大
切
な

手
纃
さ
で
す
。

届
け
出
の
必
要
な
方
に
は
7

月
初
甸
に
郵
送
し
ま
す
。
必
薺

亊
項
を
I
A

し
、押
印
の
う
え
、

同
封
の
返
信
用
封
簡
(
苛
色
)

で
提
出
期
限
ま
で
に
国
民
年
金

廉
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
眼
7

月
末
日
ま
で

※
な
お
、
舶
記
の
陣
害
基
礎
年

金
や
。
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

て
い
る
方
の
、
本
人
所
痔
制
限

限
度
頷
が
、
8
月
か
ら
左
衰
の

と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

紿
付
係
　

巍
5
1
6
1

本人所得制限限度額早見表保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
方
ヘ

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
年
金
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
経
済
的
な
事
情
な
ど
で
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
。

保
険
料
免
除
の
剞
麦
が
あ
り
ま

す
。

手
続
き
力
法

国
民
年
金
課

(
中
央
本
町
庁
舎
)
ま
た
は
、

お
近
く
の
区
民
亊
筋
所
へ
印

か
ん
・
国
民
年
金
手
帳
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い

問
會
せ
先

中
央
本
町
庁
舍
・

記
録
佩
　

跏
5
1
5
1
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ご利用ください

巡回健康診査

成
人
病
の
予
防
は
、
足
期
的
に

健
康
診
査
を
受
け
、
訶
気
を
早
期

に
発
見
し
、
適
切
な
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ぜ
ひ
、
巡
回
健
康
診
査
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所
下
表
の
と
お
り

受
付
時
間
午
後
1
時
4
5
分～
2
　

時
4
5
分
(
8
月
4
日
の
夜
間
健
　

診
は
午
後
6
時～
7
時
)

※
8
月
は
休
み
で
す
。
9
月
以
降

の
日
程
は
、
別
途
広
報
紙
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

対
象

主
婦
・
自
営
業
の
方
、
商

店
で
働
い
て
い
る
方
な
ど
で
他

で
健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い

3
0歳
以
上
の
区
民
(
た
だ
し
、

結
核
検
診
は
1
6歳
以
占

検
重
内
容

▽
結
核
検
診
(
X

繚

間
接
撮
影
)
▽
循
環
器
検
診
(
血

圧
測
定
・
尿
検
査
な
ど
)

▽
歯

科
検
診
(
虫
歯
・
歯
石
な
ど
)

費
用
1
0
0
円

Λ
ご
注
意
V

▽
X
線
撮
彰
を
行
い
ま
す
の
で
金

具
類
の
つ
い
て
い
な
い
下
着
を

着
用
し
て
く
だ
さ
い

▽
貴
重
品
の
お
預
り
は
で
き
ま
せ

ん
▽
自
勳
車
で
の
ご
采
婦

は
ご
還
盧
く
だ
さ
い

▽
健
康
手
帳
を
お
持
ち

の
方
は
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い

※
検
査
の
結
果
、
必
要

が
あ
る
場
合
は
、後
日
、

精
密
診
、査
を
行
い
ま

す
。
(費
用
・
:緊
円
、
循

環
器
の
み
)

※
一
般
診
査
、
精
密
診
査
と
も
生

活
保
護
・
庄
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
、
費
用
を
免
除
し
ま
す
。

申
込
先

直
接
会
場
ヘ

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
、
千
住

保
健
所
、
本
庁
舎
・
保
健
予
防

係
(
　
8
8
2
1
1
1
1㈹)

訪

問
看
護
指
導

現
在
、
区
で
は
寝
た
き
り
の
方

を
対
象
に
、
防
問
肴
護
指
導
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対
象

在
宅
で
4
0歳
以
上
の
寝
た

き
り
の
方
、
ま
た
は
こ
れ
に
準

ず
る
方
の
い
る
家
庭

指
導
内
容

家
庭
に
お
け
る
療
養

方
法
、
看
護
方
法
、
機
能
訓
練

方
法
、
家
族
へ
の
支
援
、
諸
制

度
の
活
用
方
法

訪
問
回
数

お
お
む
ね
月
I
回

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所
、

保
健
相
談
所

みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277

江 北 保 健 相談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中央本町保健相談所　880- 5351

郷
土
博
物
館

昔
の
も
の
を
探
し
て
い
ま
す

=
風
土
記
編
さ
ん
委
員
会
=

郷
土
傅
物
館
で
は
、
開
館
記
念

事
業
と
し
て
「
足
立
風
土
記
」
を

発
行
い
た
し
ま
す
。

す
で
に
「
風
土
記
緇
さ
ん
委
員

会
(
関
忠
夫
委
員
長
)
」
が
編
威
さ

れ
調
査
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
区
の
歴
史
や
民
俗
・
自

然
な
ど
を
正
し
く
記
録
し
、
後
世

に
伝
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
亊
業
は
、

区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
不

可
欠
で
す
。

お
手
も
と
に
古
い
文
書
・
写
真

・
地
図
一
道
具
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
ご
提
供
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

達
絡
先
・
問
合
せ
先
郷
土
溥
物
　

館
　
6
2
0
9
3
9
3

紙
す

き

体
験
教
室

足
立
区
の
特
色
あ
る
地
場
産
稟

だ
っ
た
す
き
返
し
紙
の
展
示
説
明

と
、
簡
単
に
で
き
る
紙
す
き
の
体

験
教
室
を
閧
催
し
ま
す
。

曰
時
8

月
1
0日
、
い‥
日
、
い
ず

れ
も
午
後
1
時
3
0分
か
ら

対
象

小
学
校
5
年
生
以
上

定
員

各
回
2
0人
(
抽
選
)

S
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に

住

所
、
氏
名
、
年
齡
、
電
話
番
号
、

希
望
日
を
明
記
(
(

ガ
キ
ー
枚

に
っ
き
1
人
)

申
込
期
限
7

月
2
0日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

郷
土
博
物
館

(
〒
1
2
0大
谷
田
5
よ

…一
-
I
　
　
6
2
0
9
3
9
3
)

区
民
教
養
講
座

今
回
は
、
江
戸
庶
民
の
信
仰
を

日
常
的
な
面
と
精
神
的
な
面
で
と

ら
え
ま
す
。

テ
ー
マ
と
睥
師

▽
「
江
戸
庶
民
の
信
仰
と
生
活
」

駒
沢
大
学
教
授
・
南
和
男
氏

▽
「
禊
粐
と
足
立
」

足
立
史
談
会
理
事
・
須
賀
源

蔵
氏

日
時
7

月
2
4日
(
日
)
、午
後
1
　

時
3
0分
I
4
時
3
0分

場
所

中
央
本
町
社
会
教
育
館

費
用

無
料
(
先
肴
8
0人
ま
で
資

料
を
配
布
)

申
込
方
法

当
日
受
付

主
催

足
立
区
敵
育
委
員
会
、
足

立
史
談
会

問
合
せ
先

郷
土
溥
物
館

6
2
0
9
3
9
3

ひ
ろ

ば
※

先

着
順

で

、1

団

体
1

事

業

、3

ヵ
月

間

再

掲
職

不

可

。

投

稿
先
・
・・
広

報

課

=
催
し
物
=

☆
夏
休
み
親
子
キ
ャ
ン
プ
8
月

2
5
日
～
2
7
日
(
2
泊
3
日
)
/
国

立
那
須
甲
子
少
年
自
然
の
家
(
福

島
県
)
/
1
0
0
人
(
先
着
順
)
/
子

ど
も
(
3
歳
以
上
、中
学
生
ま
で
)

・
・
i
万
3
千
円
、大
人
・
:
1
万
4

千
円
/
▽
星
の
会
(
佐
々
木
)
　

a
3
2
1
0

☆
緑
陰
こ
ど
も
俳
句
教
室
8
月

1
日
I
5
日
、午
後
3
時
～
5
時
/

炎
天
寺
(
六
月
三
丁
目
)
/
小

中
学
生
無
料
/
▽
炎
天
寺
(
吉
野
)
　

8
8
3
0
7
8
7

☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
タ
上
フ
イ
ト
ー

ウ
″
I
ク
ー
イ
ン
・
斉
梅
7
月

2
3
日
～
2
4
日
(
早
朝
)
/
J
R
青
梅

線
鳰
の
巣
駅
前
～
青
梅
永
山
公
園

(
1
7
・
5
*
a
)
/
午
後
7
時
、千
代

田
線
綾
瀬
駅
前
集
合
(

貨
切
バ
ス

使
用
)
/
区
内
在
住
の
小
(
4
年
以

占
・
中
学
生
と
保
護
者
/
I
人
千

沺
円
/
8
0
人
(
先
着
順
)
/
▽
青
年

会
議
所
(
川
原
)
　
8
9
7
5
3
0
1

=
募

集
=

☆
ケ
ー
ナ
(
帛
米
の
笛
)
と
尺
八
を

楽
し
む
会
毎
週
金
曜
日
、午
後

7
時
～
9
時
/
自
宅
(
西
新
井
本

町
2
1
6
)
/
無
料
(
笛
代
は
実

費
)
/
▽
敦
賀
　
8
9
0
1
0
1
5

☆
ジ
ャ
ズ
ー
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
「
ぱ

せ
り
」
初
心
者
・
男
性
も
歓
迎
、

毎
週
土
燿
日
、
午
後
7
時
～
8
時

3
0
分
/
伊
興
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金

2
千
円
、月
額
3
千
円
/
▽
甲
斐
　
　

8
9
9
6
6
7
4

☆
茶
慂
表
千
家
雅
水
会
)
毎
月

第
2
・
4
月
曜
日
、午
後
2
時
I
』

9
時
/
梅
田
セ
ン
タ
ー
/
月
額
2

千
瞋
円
/
▽
小
林
き
叫
7
0
1
9

お
し
ら
せ

国
民
年
金
出
張
相
談

皆
さ
ん
の
中
に
、つ
ぎ
の
よ

う
な
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
い

ま
せ
ん
か
。

▽
せ
っ
か
く
保
険
料
を
納
め
て

い
た
の
に
、
途
中
か
ら
事
倩

が
あ
っ
て
納
め
ら
れ
な
い

▽
未
納
期
間
が
長
く
な
り
、
も

う
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い
の

で
は
な
い
か

▽
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る

の
が
む
ず
か
し
い

こ
の
よ
う
な
方
々
の
た
め
に

月
1
回
、I
カ
所
の
区
民
事
務

所
を
選
び
、
出
張
年
金
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

足
立
社
会
保
険
亊
務
所
か
ら
も

専
門
官
が
参
加
し
、
質
問
・
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
日
、
時
間
等
に

つ
い
て
は
、
町
会
・
自
治
会
を

通
じ
て
回
覧
に
よ
り
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

検
認
佩

登
跏
5
1
6
1

建
設
工
事

施
工
統
計
調
査

こ
の
調
査
は
毎
年
―
回
、
建

設
業
者
(
本
社
・
本
店
な
ど
)

を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す
。1

年
間
に
疔
わ
れ
た
建
設
工
事
の

完
成
工
事
高
・
受
注
高
な
ど
を

調
査
す
る
も
の
で
す
。
調
査
対

象
と
な
っ
た
事
業
所
に
は
調
査

票
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
こ

」

協
力
を
お
顧
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

続
計
係
　

脚
5
0
3
3

納
期
後
の
取
り
扱
い

6
3年
度
の
特
別
区
民
税
・
都

民
税
第
1
期
分
の
納
付
は
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。

納
期
限
は
6
月
3
0日
で
し
た

が
、
こ
の
日
を
通
ぎ
ま
す
と
、

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
滞
納
者
に
は
齏
促
状

や
催
告
S
が
発
送
さ
れ
、
事
情

に
よ
っ
て
は
、
蓆
納
処
分
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

未
納
の
方
は
す
ぐ
納
め
て
く

だ
さ
い
。な
お
、
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
は
、
納
税
課
で

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
庁
舎
・
吶

税
諜
　

膕
5
0
9
6

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
大
ホ
ー
ル

」

申
込
方
法
の
変
更

従
来
の
先
轡
順
を
改
め
、
左

配
の
と
お
り
抽
選
で
受
け
付
け

を
行
い
ま
す

。

抽
選
日
時
8

月
1
日
(

月
)
、

午
前
1
0時
(
昭
和
6
4年
<
N月

利
用
分
)

※
利
用
受
付
は
、6

ヵ
月
前
の

初
日
と
な
り
ま
す

。

場
所
・
問
合
せ
先

東
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー

6
0
5
7
1
0
1

東
部
交
通
児
童
公
園

水
遊
び
場
を
解
放

幼
児
を
対
象
に
無
料
で
解
放

し
ま
す
。

期
間
・
時
聞
7
月
2
1
日
～
8
　

月
2
0
日
(
日
曙
日
、第
3
月
　

曙
日
は
除
く
)
午
前
1
0
時
～
　

午
後
3
時
3
0分

問
合
せ
先

東
部
区
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
　

莇
7
1
0
1

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

家
屋
等
を

新
築
さ
れ
た
方
ヘ

住
居
表
示
整
偉
が
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に
。家
屋
な

ど
を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所

を
定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。
こ
の
届
け
出
が
な
い

と
住
所
が
決
め
ら
れ
な
い
た

め
、
転
入
な
ど
の
手
続
き
が
で

零
ま
せ
ん
。
届
け
出
に
は
、
建

築
確
認
S
一
式
と
印
か
ん
を
お

持
ち
下
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

住
居
表
示
係

跏
5
0
3
1

掲示
板

□
夏
休
み
親
子
水
道
施
設
見
学

会
(
無
料
)

日
時
8
月
1
8
日
(
木
)
、午
前
　

8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

見
学
先
利
根
大
堰
1
さ
き
た
　

ま
風
土
記
の
丘
1
朝
霾
浄
水
　

場
(
池
袋
駅
東
囗
槊
合
)

対
象

小
学
4
年
生
と
そ
の
保

護
者
(
圈
名
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に

「D
コ
ー
ス

」、
参
加
者
全
員

の
住
所
、
氏
名
、
年
齡
、
電

話
番
号
を
記
入
(
応
募
は
、

―
組
に
つ
き
申
し
込
み
(
ガ

キ
ー
枚
、
抽
選
)

申
込
期
限
7

月
2
0日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

都
・
水
道

昜
広
報
課
見
学
会
(
〒
囘
千

代
田
区
丸
の
内
3
-
8
-
1
　
　

Ⅲ
2
0
9
4
)

□
環
境
衛
生
金
融
公
庫
の
貸
付

制
度飲

食
、
理
容
、
美
容
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
環
境
衛
生
関

係
営
業
の
方
々
に
、
お
店
の
新

・
増
・
改
築
や
器
具
・
爾
品
の

喟
入
な
ど
に
必
燹
な
設
臠
賢
金

や
営
業
の
振
興
・
経
営
の
安
定

化
に
役
立
つ
運
転
責
金
を
融
資

し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
環
衛
公
車
業

務
部
(
　
辺
5
4
1
6
)
へ
。

水
辺
に
や
す
ら
ぎ

こ
こ
ろ
に
ゆ
と
り

7
月
は
「
河
川
愛
護
月

間
」で
す
。
洪
水
か
ら
命

や
財
産
を
守
る
堤
防
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
。川
に

ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
Λ
逹

設
省
江
戸
川
工
事
事
務

所
V

□
ふ
す
ま
張
り
(
初
級
)
科

日
程
8
月
5
日
～
1
1
日
(
全
　

5
日
閠
、
延
ぺ
2
1時
限
)

対
象
5
0

歳
以
上
の
男
女

定
員
3
0

人

費
用
2

千
円

申
込
期
陂
・
時
聞
7

月
9
　

日
、
(午
前
8
時
3
0分
～
午
後

7
時
土
曙
日
は
正
午
ま
で
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

都

立
足
立
高
等
職
業
技
術
專
門

校
　
6
0
5
6
1
4
9

□
少
年
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

曰
時
7
月
1
4
～
1
9
日
、
午
前
　

1
0
時
～
午
後
5
時

場
所

松
坂
屋
上
野
店
本
館
6
　

階
内
容

子
ど
も
に
関
す
る
相
鮫

亊
全
般
、
心
理
テ
ス
ト
も
あ

り
ま
す
(
秘
密
厳
守
)

費
用

無
料

問
合
せ
先

響
視
庁
少
年
第
一

課

さ
5
8
1
4
3
2
1

□
西
新
井
消
防
署
上
沼
田
出
張

所
の
移
転

庁
舎
瓏
て
鍮
え
の
た
め
次
の

と
お
り
移
転
し
ま
す
。

場
所
江
北
六
丁
目
1
1
7

業
務
開
始
年
月
日
7
月
1
1
日

問
合
せ
先
西
新
井
消
防
齧
　
8
5
3

0
1
1
9

夏
の
防
犯
運
動
(
7

月
1
5

日
～
2
1日
)

―
気
を
つ
け
よ
う

甘
い
言
葉
と
睹
い
遭
1

見
の
が
す
な

わ
が
子

の
変
化

非
行
の
き
ざ
し

A
区
内
3
警
察
署
V

□
お
忘
れ
な
く
!
税
の
納
期

▽
所
耨
税
第
1
期
分
の
納
期
限

は
8

月
1

日
で
す
・・・
納
税

は
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

(足
立
・
西
新
井
税
務
醫
)

▽
固
定
賢
産
税
・
都
市
計
画
税

第
2
期
分
の
納
期
隕
は
8
月

1
日
で
す
・・・
お
近
く
の
金
融

機
閼
、
都
税
事
務
所
へ

(足
立
都
税
事
務
所
)
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第4 回 足立まちづくりシンポジウム
足立の未来像を探る
魅力あるまちをめざして

7月9 日(土)午後2 時から
婦人総合センターホール(エル・ソフィア内)

講
演

北
野
大
氏
(

ビ
ー
ト
た
け

し
の
お
兄
さ
ん
・
工
学
溥
士
)

行
政
マ
ン
の
最
斬
情
報
報
售

坂
田
道
夫
(
区
C
I

担
当
副
主

幹
)

倉
元
恭
一
(
区
経
済
課
長
)
　

中
野
好
又
(
区
ま
ち
づ
く
り
課

長
)

デ
彳
ス
カ
ン
ン
ヨ
ン

▽
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
…
田
村
和
寿
氏

(
㈱
郡
市
計
圃
連
合
ア
ト
リ
エ

代
衷
取
啼
役
)

▽
パ
ネ
リ
ス

ト
…
佐
野
智
恵
子
氏
(
テ
レ
ビ

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
企
画
制
作
)
、鳥

内
睛
樊
氏
(
女
性
雑
誌

「
女
た

ち
の
F

」
・
女
性
珊
聞
(
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
し
繝
集
長
)
、
二
見
隆

男
氏
(
足
立
区
商
店
街
振
輿
岨

合
達
台
会
副
理
亊
長
)
、北
條
陬

司
氏
(

柬
亰
青
年
会
議
所
足
立

区
委
員
会
委
員
)

※
フ
ロ
ア
か
ら
の
発
言
大
歓
迎
。

足
立
で
と
れ
た
野
粟
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま

す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
区

民
憲
章
推
進
協
臘
会
事
筋
局

(
地
域
振
興
課
内
)捌

5
1
7
3

北
野

大

氏 (
ビ

ー 卜 た け し
さ ん

の
お
兄
さ
ん
)

と一緒に考えよう

足立のまちづくり!

講 座

女
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

―

男
性
の
参
加
も
大
歓
迎

婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
。
毎

月
1
回
、
各
界
で
活
躍
中
の
ゲ
ス

ト
を
招
き
、
交
流
の

。ひ
ろ
ば
‘

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
第
1
回

は
、
話
黽
の
本
「
少
女
竄
言
」
を

出
版
し
た
北
村
年
子
さ
ん
を
お
招

き
し
、
講
濔
と
曽
さ
ん
と
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

日
時
7

月
2
1日
(
木
)
、午
浚
6
　

時
3
0分
I
8
時
3
0分

場
所

婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
(
入

場
無
料
)

対
象

区
内
在
庄
・
在
勦
・
在
学

の
方

テ
ー
マ

「
十
代
の
現
在
」

講
師

北
村
年
子
氏
(
フ
リ
ー
ラ

イ
タ
ー
)

申
込
方
法

廈
接
窓
囗
ま
た
は
電

話
、(

ガ
キ
(
住
所
、
氏
名
、

年
齡
、
職
業
、
電
話
番
号
、「
女

の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
希
望
」
と

明
記
)

申
込
・
問
合
せ
先

婦
人
総
合
セ

ン
タ
ー
(
〒
1
2
3梅
田
7
-
3
3
-
　
1

、
エ
ル

ー
ソ
フ

ィ
ア

内

8
8
0
5
2
2
2
)

第
2
回

消
費
者
テ
ス
ト
教
室

消
賢
者
が
自
ら
簡
単
な
貪
品
テ

ス
ト
を
行
い
、
消
費
生
活
問
題
の

基
礎
知
掀
が
辱
ら
れ
ま
す

。
ど
な

た
で
も
で
き
る
テ
ス
ト
な
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
7

月
7
・
8
日
の
い
ず
れ

か
1
日

。
午
唆
1
時
I
3

時

場
所

桷
賢
者
セ
ン
タ
ー
テ
ス
ト

室
(
無
料
)

対
象

区
内
在
住
の
方

定
員

各
日
と
も
2
0人
(
先
櫞
順
)

内
容

ア
イ
ス
、お
菓
子
の
糖
分
・

S
色
料
テ
ス
ト
(
両
日
と
も
内

容
は
同
じ
で
す
)

※
筆
配
呉
、エ
プ
ロ
ン
の
ほ
か
、

テ
ス
ト
し
て
み
た
い
お
菓
子
が
あ

れ
ぱ
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

消
賢
者
セ
ン

タ
ー
　

鵺
5
3
8
5

郵便局に戸籍・住民
票の申請書を用意

郵便で申誚されるときにご利用くだ
さい。申請後4～5日で郵送します。
< わしくは、中央本町庁舎・又匣課
( 　880- 5045) または 戸籍 課( 　880- 5051)

まで。

情
報 コ ー ナ ー

7 月 の 安 売 り デ ー

夏休み親子区内めぐり
区内の施般をバスでご案内します。

観子で夏の楽しい思い出を作りましょ
う。
日時7月27・28日、午前9睥30分～　
午後4 時

見学施設 エ ル・ソフィア( 消費者セ
ンターで爽験をし ます) 、教育センタ
ー( ブ ラネタリウム) 、見沼代 親水公
園

対象 区内 在住の小学生とその 観( 観
子1 人ずつに限り ます)

定員 両日とも15 組( 抽 選)
費用 無料
申込力法 往復ハガ キに、 観子の氏名
と年齢、学年、住所、電話 番号、「親
子施般めぐり 参加希望j と明記( 1　
世帯1 通に限り ます)

申込期限7 月11 日消印 有効
※ 昼食は必ずご持 参ください。
申込・問合 せ先 本庁舎 ・広聴係
〒120 千住1―4―18
882 ―1111( 代)

第6 回 東京都高齢者スポーツ大会
スポーツを通じて、高齡者の健糜維
持と相互交流の促進を図るため、都で
は第6 回高齡者スポーツ大会を実施し
ます。
日時10 月21日( 金)
鳩所 駒沢オリンピック公畷鯲合邏勳
場
内容 陸上競技( 60㍍、100㍍、1500㍍、200D

㍍、5000㍍、覬歩、走輻跳、立
輜跳、砲丸投)、卓球、テニス( 軟・
硬式)、ゲートポール、弓遭、レクリ

エーションなど
祠矗 昭和64年3 月31日現在禹60歳以
上の億康で親技可能な方
申込方法 厦接窓囗へ
申込期限7 月30日
申込先 杠会福祉協議会(本庁舎1 階、
申込用紙は窓囗にあります)
問合せ先 社会福祉協議会( 　888- 　1550)

およぴ本庁舎・老人福祉係
( 　882- 1111㈹)

第41回区民体育大会参加者募集
卜 ラン ポリン あ だち ジ ャン プ 杯

日眄7月17日( 日) 、午前ほ縟～午後　
4時

場所 総合スポーツセンター
対象 区内在住・在助・在学の方
種目 個人軟( 圜児男女混合、小学生
低・高学年、中学生、一般の男女の
郡など) 10 種目

参加費1CX) O 円( 当日会珊へ)
申込方法 電話
申込期陂7 月9 日
申 込・問 合せ先 区 トラ ン ポリ ン協
会、斉藤　884- 0900

第38回/ 社会を明るくする運動

講演と映画のつどい
日畤7月21日( 木) 、午後1時～3　
時30分

塲所 勤労福祉会館( 鮫溯プルミエ
内、入場無料)

講師 龠科茂氏( 少年院長、刑筋所
長等を歴任)

テ ーマ 「生苣を支えぬくもの」
※ 映画も上映します。
主催 社侖を明るくする邇勳足立区
実施委員会
間合 せ先 本庁舎・民生係

882- 1111 ㈹

西部福祉センター

おばけや しき

日時7月16日( 土) 、午後1時30分　～
3時30分

対象 幼児、小・中学生
定員400 人( 先着順)
問合せ先 西部区民 福祉センター

897- 5016

手
芸

教 室
日時7月13日( 水>、午後1時～4　
時

場所 東部区民福祉センター
対象 区内在住・在助の女性
内容 七宝焼のアクセサリー
定員30 人
費用8( X) 円
申込方法 匱接窓囗または電話( 7　
月6 日から受付)

申込・問合せ先 東部区民福祉セン
ター　605- 7101

生 活 教 室
日時7 月23日( 二t二)、午後3 時から
壜所 花畑区民センター( 無料)
対象 区内在住の 観子
内容 観子で籘のかご作り
定員50 組( 先着順)
申込 方法 当 日会湯へ
問合 せ先 花畑区民 センタ ー

850―2617

ワープロ講習会
日時7月28日～8月10日( 二t二・日　
曜日を除く10日間) 午前1( x寿～午　
後3 時

場所 職業 サービ スセンタ ー第2 講
習室

対象 区内 在住で、就業を希望して
い る方
定員20 人( 抽選)
費用 無料( 教材費一部 負担15001円
程度)

申 込方法 往復ハガ キに 庄所、 氏名
( フリガナ) 、年齡、電話番号、「ワ
ープロ 講習厶M 望」と明 記

申 込期限7 月12日消印有効
申込・岡合せ先職業サーピスセン　
ター〒120綾瀬1- 34- 7　
- 102m 瀬プルミエ内
838- 3584

スズムシをさしあげます
元渕江公 園生物 館で飼 青した スズ

厶シを無料でさしあげ ます。
配布日7 月23・24日
配布鳩所 元渕江公圜生物館
申込方法 往復ハガキに、住所、氏
名、電話番 号、「スズムシ希望」と
書き、返信用のあて先に住所、氏
名を必ず記入

※ 申し 込み多数の際は抽選。
申 込期限7 月13日消印有効
申 込・問合せ先 東部公園管理事筋
所 〒120 綾瀬2- 30- 6
602 ―8836

職員募集のお知らせ

足立区職員(保毋)

週考日9 月25日( 日)
採用予定年月日 来年4 月1 日以降
募集人員 約50人
受験資格 じ>昭和34年4月2 日以降に
生まれた方 じ>現に保毋資格を有す
る方C> 来年3月までに保毋資格取
辱見込みの方( ただし厚生大臣が保
母養成施設として指定している4 年
制の大学は除く)

申込方法 履歴書1 通を持参し、直接
窓口へ。または郵送
受付畤間午前9時～T浚5時( 土皿　
日は正午まで)

申込期限9 月5 日消印有効
申込・問合せ先 本庁舎・人亊係
〒120 千££1 ―4 ―18
882―1111㈹

特 別区 職 員

□ Ⅲ類
第1次M脯日10月9日( 日)
採用予定年月日 来年4 月1 日以降
皿種・採 用予定數 じ　事筋… 約350 人

土木‥・約10人 じ　建簗… 約10人

電気… 若干名
受擧資糂 学歴を問 わず、昭和j 12年4　
月2 日から昭 釉46年1 月1 日までに
生まれた方

拷参申込期間　都内各区R所… 9月　
5日～7日　特別区人事15鋼凸事　
爵局賦験観・・・9月5日～8日

郵送申 込期 戳9 月2 日消印有効
□ 保健婦
賦験曰10 月z2 ・z3曰
課伺 予定年月 曰 來年4 月1 日以 降
採用予走、k 的30 人
受験責格 学鰹を問 わず、昭和24年4　
月2 日から昭和j 12年4 月1 日までに
生 まれた方で、保僧 膰免許を有する
力( 取耨見込可)

芻事申込屬笥　都内各区很i 所… 9月　
笳日～s日c>特別区人事感員会事　
務局試験慶・・・9月笳日～29B

郵退申込攜 韲9 月21日涓印有効
申込先・匹寿いずれも、　摶参・-・匐　
内名区役所人事担当課または特別区
人擧委員会事筋局試驗課( 午荊10時　
-一午後5 時I
・i 笑・・'特 別区人亊委鯛会亊薦驅試
喰謖( ¥102 千代 田区九齔 化1- 1　- 4)

問aa 先 い ずれも 特別区 人亊委員会
事務 韜st - ● 　2s 气x171

S. M. T. 　234, 000


